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１、自然教育の再考
　子ども達の自然体験の不足が危惧される中、全国的に自然体験学習や自然学校など自然教育
活動は益々重要になっている。しかしその内容を吟味すれば、自然教育とは自然における体験
を基盤とする学習という形で「野外活動」や「自然体験学習」として取り組まれている場合が
ほとんどである。環境教育や心の教育の立場からいえば、単に自然という野外でのスポーツ的
な活動や自然科学的な知見を深める活動では物足りない。自然の中での様々な活動を通して、
子ども達に何を伝えるのか、何を実感させるのかが問題である。
　現在の自然教育においては、日本の自然を日本人がどのように見てきたのか、どのように関
わり、何を感じてきたのかという民族の文化としての自然観を学ぶ視点が欠落している。世界
はグローバル化に向けて加速化しているが、政治・経済活動や環境問題だけでなく、自然の見
方や関わり方に到るまで一律化し、均等化し、標準化しつつある。各国、各地域において自然
環境や風土はそれぞれ異なり、それに伴った暮らし方が長年の歴史において積み上げられ風習
として生活化し、さらにはその地域における生き方として伝承されてきたものがある。
　本来、自然教育は「地産地消」であるべきである。その地域の自然に応じた自然の見方とい
うものがある。日本の自然を目前にしながら、欧米の自然の見方を正当化して教えるような「木
に竹を接ぐ」自然教育ではなく、科学的自然観を学び活用しつつも、民族の根っこにある自然
の見方を深く学び味わい、その心を伝承する教育が求められる。野外活動がそのまま自然教育
ではない。自然の中で活動しさえすれば自然教育ではなく、自然をどのように見て、私たちの
日々のあり方に生かしていくのかが問われるべきである。自然教育は科学教育に留まるのでは
なく、生き方の教育へと結びつかなければ真に生きる力を涵養することはできない。現在の教
育界では生き方の教育として自然教育を推進しているとは言い難く、自然体験のための活動に
終始している。
　自然教育は本来「健全な自然観」を育てることにその使命がある。「健全な自然観」とは何か。
健全とは偏らずバランスが取れた見方である。ではどのようなバランスが求められるのか。現
在は科学的自然観のみが重視されている。いやむしろ、科学的でなければ間違いであり、原始
的で時代遅れであるという先入観がある。しかし、現実には日本においてどこの町に行っても
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神社があり、祭りが行われ、初詣や七五三参りも年中行事として定着しているのも事実である。
日本人はここのところを矛盾なく受け入れている。学校では科学を、暮らしでは神仏への畏敬
を忘れない。この辺りを自然教育においてもどこかで整理し、もっと積極的に日本的な自然の
見方を入れ込む必要があると感じる。それは、自然の見方が暮らし方や生き方を規定していく
からである。自然観というものは日頃は意識することもなく埋没しているものであるが、その
人のものの見方や考え方の基盤には必ず自然観が大きな影響力を及ぼしているものである。だ
からこそ自然教育において、意識的にどのような自然観を構築するのかを目標設定して進めて
行くことが重要なのである。世界の見方には部分に焦点を当てて分析的に捉える方向と、全体
を直感的に把握しようとする方向がある。それを、科学的自然観と日本的自然観と置き換えて
考えてみれば、日本人の多くはこの両者の矛盾を感じることもなく、自己の中で上手く使い分
けている。その感覚を自然教育の中に意識的に位置づけようとするのが本稿のねらいである。
２、日本的自然観に基づく自然教育の意義
１）「行持道環」と創造的生き方
　自然教育を通して、私たちはこの国の風土性や、民族性に応じた生き方を学ばなければなら
ない。「地産地消」や「四方三里」という言葉は、決して食物のことばかりではなく、私たち
の考え方、あり方、暮らし方、生き方にまで関わる至言である。新しい時代に応じて生き方は
常に創造されなければならない。その時、創造の奥に何を見るか、創造の根っこをどこに置く
か。そこが重要である。
　「伝統と創造」というものは対立するものではなく、「根幹と枝葉」にあたるものであろう。
伝統の上に創造が成り立つ。「故きを温ね新しきを知る」ことが真の創造につながる道である。
道元は「正法眼蔵」の行持の巻において「行持道環」ということを次のように述べている１）。
　「諸仏諸祖の行持によりて、われらが行持見成し、われらが大道通達するなり。われらが行
持によりて、諸仏の行持見成し、諸仏の大道通達するなり。われらが行持によりて、この道環
の功徳あり。」
意訳：（先人の行動・生き方によって、私たちの生き方の本来相が現れ、私たちが求める正し
い道に深く達する。また、私たちの行動・生き方によって先人の志が実現する。私たちのあり
方・生き方によって先人の道が完成されるのである。この相互関係というめぐりは良き恵みを
現わす。）
　私たちはこの文から、私たちのあり方・生き方の方向性を学ぶことができる。明治以後ひた
すらに欧米の文化を金科玉条の如く受け入れてきたが、その行き詰まりを感じる今日、私たち
の本来的なあり方はどうなのかを考えてみたい。その道筋こそ、道元が示してくれている「行
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持道環」という思想である。道は巡ることで完成されていく。それも同時代の人々同士だけで
はなく、時代を超えて先人の志が現代に生きるのである。私たちのあり方の理想を先人達が示
してくれている。その先人のあり方に学び、生き方を深く反芻することによって、この日本と
いう国土、自然、風土に合った生き方が見出されるに違いない。先人達はこの日本という国土
で知恵を出し生き抜いて来たからである。その伝統の価値を再認識しそれを継承することは、
歴史が積み上げた価値を今に生かす道であるとも言える。
２）「地産地消」・「四方三里」の思想的展開
　食物においては、地元で取れたものを食するのが最も自然で無理無駄のないあり方である。
運輸が発達するまでは地元産しか食し得なかった。今日、世界の食物が互いの国を行き来する
ようになり、地元で取れたものを地元で消費するという「地産地消」が崩れている。それに伴
ってものの見方や考え方、暮らし方や生き方までもが欧米に流され、自国の見方をなおざりに
する傾向が見られる。もちろん思想や考え方は時代に応じて変化するものであり、発展してい
くものであるが、その基盤には自国の伝統文化の中に脈々と流れてきたものの見方が存在する。
それはその国の自然との関係において形成されてきたごく自然なものの見方や無理のないあり
方だからである。ものごとは遠心力と求心力のバランスで成り立っている。外に向かって新し
い思想やあり方を創造していく方向性と、その反対に内に向かって自己のあり方を深く探究し
ていく方向性とが相まってこそバランスのある健全な位置を保つことができるのである。その
意味でも、考え方やものの見方の「地産地消」「四方三里」といことを再認識することが必要
ではないかと考える。日本人が長年積み上げ営んできた自然の見方や生き方を学ぶことが、日
図１：自然教育が目指す日本的自然観と日本的な生き方
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本の自然に生きる私たちにとって最も大切なのである。
　日本的自然観に基づく自然教育を簡潔に表現したものが図１である。日本的自然観が日本的
な生き方を自ずと導き出すのである。
３、学校教育における「自然への畏敬の念」の取り扱いについて
　今日の自然教育に最も欠けている観点を、日本的自然観に照らし合わせて考えてみるならば、
それは「自然を畏敬する心」であると言える。科学一辺倒で自然を学ぶ現代の子ども達にとっ
て、自然を畏敬する心を学ぶ機会は大変少ない。次に、学校教育の目標からその点を探ってみ
る。
　学習指導要領の小学校理科の目標においては２）、
　「自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心
情を育てるとともに、自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り、科学的な見方や
考え方を養う。」
と記されている。「自然を愛する心情を育てる」という文言が入っているが畏敬という視点は
ない。
　一方、中学校理科の目標では３）、以下のように心情的な視点は外され客観的科学的な態度を
求め、科学教育としての理科教育の方向性が明確に打ち出されている。
　「自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に
探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的
な見方や考え方を養う。」
　小学校にしても「自然を愛する心情」と、日本的自然観に含まれる重要な柱としての「自然
を畏敬する心情」とでは大きな隔たりがある。
　「畏敬の念」に関して学校教育の中で扱われているのは道徳である。小学校道徳では第５学
年及び第６学年の内容の「主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること」の３）に「美
しいものに感動する心や人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもつ。」とある。また中学
校においても道徳の内容３の「主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること」の２）
で「自然を愛護し、美しいものに感動する豊かな心をもち、人間の力を超えたものに対する畏
敬の念を深める。」という文言がみられる。
　学校教育においては以上のように、理科では自然を客観的科学的に取り扱い、道徳では崇高
なる存在として畏敬の念をもつことがねらいとされている。道徳の時間における「人間の力を
超えたものに対する畏敬の念を深める」という道徳的価値については、現場でどのような扱い
や指導が行われているのかは定かではない。しかし、どちらかといえば宗教性の問題とも深く
関連してくるもので、自然そのものに対する畏敬の念を涵養する視点が何処まで盛り込まれて
いるのかは疑問である。
17日本的自然観に基づく自然教育の構想
　自然教育において「自然への畏敬の念」を育てることは、歴史的な日本人の自然観からすれ
ばごく自然な無理のない当たり前のことであるといえる。しかし、「自然に対する畏敬の念」
とはそもそも何かということは深く考えておく必要がある。一般的には、「自然への畏敬の念」
ということをただ「自然を大事にしましょう」「自然を守りましょう」というように矮小化し
てしまって扱われていることが多いように見受けられる。「畏敬」ということの真意を汲み取
らず、単に表層的な認識で「大切にする」というようなに扱われてしまっていることは残念で
ある。本来、日本人の自然観の根幹が「畏敬すること」にあることが分れば、単に大切にする
というような単純な見方で留まることなく、もっと奥深く捉え慎重に丁寧に行われなければな
らないことに気付くはずである。
　「畏敬の念」とはそもそもどこから発してくるものなのか。それは「自然保護」や「自然の
保全」というような西洋の人間中心主義からは生まれ出てくることはない。発想そのものが根
本的に異なるからである。神の創造物としての自然は初めから人が支配し制服すべき存在であ
る。当然、自然を人の下にみる。そのような考え方では、自然を資源ととらえ、如何に上手く
利用するかが課題となり、自然支配や自然管理のための自然との接し方や関係性の保ち方とな
る。「自然との共生」という言葉にしてもその根底には、人類が豊かな生活を送るためであり、
自然を利用するという前提が含まれている。日本的な考え方からすれば、自然の中の一員とし
ての人間であり、人を含めた全ての生命の源としての自然であり、自然の働きによって全ての
生命は生かされ存在しているのである。
　本来の「畏敬」という認識は、日本的な認識の元に進められるべきものであると考える。し
かし教育現場における実態は、未だ西洋的認識に大きく引きずられたままの「自然への畏敬」
＝「自然は豊かな資源であるから大切にしましょう」という表層的認識に留まっている傾向が
強い。快適生活に役立つから価値がある、技術の進歩に必要な資源だから価値があるといった
経済的価値で自然を推し量ろうとする考え方からの脱却が必要なのである。生命そのものの絶
対的価値に目覚めない限り真の畏敬の念を育てることはできない。それには自然を物としてみ
る見方のみに留まらず、自然界を生命の総体として畏敬の念をもってみる見方への転換が図ら
れる必要がある。日本的自然観を再認識し、そこに脈々と流れている日本人の生命のとらえ方、
自然の見方を深く学び自然教育に生かしたいものである。
４、日本的自然観と日本人の生き方
１）日本的自然観に基づく生き方の理念的構造
　今日敢えて何のために日本的自然観を学ぶのか。それは、日本という自然の中に生きる私た
ちがこの国の風土に合った無理のないより自然な生き方を実現するためである。
　その日本的な生き方の根底にある理念的構造を「自己の生き方を学ぶ自然観察」の観点から
考えてみたい。科学のための自然教育から自己の生き方を充実させるための自然教育へと転換
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させるには、科学的な見方とは違う角度から自然を見る必要がある。そこで、自己の生き方を
学ぶ自然教育の基本的な観点として、以下に示す３点「根源に返ること」「一体になること」「観
行に徹すること」が重要であると考える。これら３点は相互に深く絡み合っているもので、本
来切り離すことのできないものである。これらの観点が一体となって「おのずから」「自然法爾」
「絶対無」などの「無の境地」を極めていくことこそが、自然（じねん）と一体化して観行に
つながる「自己の生き方を学ぶ自然教育」の最終的な到達点である。日本人の自然に対する絶
対的信頼を基盤にした生き方は「根源・一体・観行」の視点から深く迫っていくことができる
ものと考える。以下に各観点について説明する。
〈根源に返ること〉
　まず、意識の上では、枝葉末節に目を奪われることなく、常に自然を根本的、本質的にとら
え、本源や神髄に目を向けようと努力することである。根幹、根元を観るということは、細分
化する前の根源をつかむことである。中国宋代の禅籍「十牛図」の中に「衆器の一金たること
を明らめ、万物を体して自己と為す」　という言葉があるが、例えば、現れ方は様々であっても、
生命という自己と共通した基盤に目を向けることで根源に返ることができる。
　また、総合的に観て、全体性に目を向けることが大切である。全一性、統一性を見取るとい
うことは、物事をまるごととらえようとすることである。「木を見て森を見ず」にならぬように、
常に森を見ることを心がけること。近くのものは遠くに観、具体的なものは抽象的に観ること
が求められる。もちろんその逆の、遠くのものは近くに観、抽象的なものを具体的に観ること
も裏に含んでいることを知っておかなければ、バランスが崩れる。アリの目とトリの目の両全
が必要なのである。
〈一体になること〉
　次に、情、感性においては、自然との一体感を深め、人と自然との本来の関係に立ち返るこ
とである。本来同化することが自然な姿なのである。一体感といっても深さは様々であるが、
感応道交することである。感応道交とはいのちが深く響き合うことで、本来通底している命が
共感し感応し合い、融合し一体化することである。道元は、自他が関係交渉しながら融合調合
し、しかも各自の面目個性を失わないで各々の大用を完全にする道理として回互（えご）とも
表現している。
　一体感を深めるには、静けさが必要である。水面が波立たず澄んだ池でこそ水底が見えてく
るが、表面が荒れて波立ち、水が濁ってくれば水底を見ることができなくなる。このように静
かで落ち着いた雰囲気の中で自然に溶け込んでいくことで、真の自己に目覚め、自己を取り戻
すことができるのである。
〈観行に徹すること〉
　最後に、行つまり行動化することであるが、日本人は生きることを「道」に仕立ててきた文
化を持っている。茶道、華道、香道、剣道、柔道、弓道などの技芸を極めることを通して生き
方へと昇華していくことで「道」になっていく。自然を観察することがそのまま行動につなが
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図２：自己の生き方を学ぶ自然観察（日本人の生き方の理念的構造）
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〈生き方に返るための自然観察の観点〉（下の図と関連している）
自（おのずから） 然（しかり、そのまま） 道（行動化し生きること）
根源に返る 一体になる 観行に徹する
一即多の自覚 無心となって 行は総合し調和する
総合・全体
統一性、全一性
・静けさの中で自己を取り戻す
・いのちを見つめる（命として
観る）
・一つのものをじっくり観る。
あるがままに素直に
・飽きずに見続けられるのは愛
情である。
・感性を磨き、感動力を
・驚く心、不思議を感じる心を
持つ。
・自分とのかかわりでとらえる。
（他人ごとでなく自分ごとと
してみる）
・深く、真剣で、切実な問題意
識を持つ。
・自分に今できることは何かを
考える。
・多様性に目を向ける
・多面的に見る
・関係性に目を向ける
・長期的に長い目で見る
・一見全見（一目で全体を見通
す）
・読みを深く
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る、つまり観ることが行うことと一致してくるのである。自然観察が生きることに常に返って
くるような見方を継続することで、道になってくる。「生き方に返してこそ道」であり、「続い
てこそ道」である。そうなれば「自然道」を生きることになる。日本文化の根幹には「自然（じ
ねん）＝おのずから」を生きることが究極の生き方として常に流れている。神道の惟神（かん
ながら）の道が教える清明心も、仏教の無心も、素直におのずからを生きることに通じている。
２）日本人が理想とする「自然体」という生き方
　自然の見方が私たちの日々の暮らしの中におけるあり方を決めていく。言わば自然観が生き
方を規定するとも言えるのである。日本人は昔から自然をどのように見ることで、どのような
生き方を求めてきたのか。自然への絶対的な信頼が基盤にあって、全てのことは自然に任せて
おくことが最善のあり方である、つまりは生き方であると考えていた。
　西田幾多郎は「日本文化の問題」において次のように述べている４）。
　「私は日本文化の特色と云ふのは、主体から環境へと云ふ方向に於て、何処までも自己自身
を否定して物となる、物となって見、物となって行ふにあるのではないかと思ふ。己を空うし
て物を見る、自己が物の中に没する、無心とか自然法爾とか云ふことが、我々日本人の強い憧
憬の境地であると思ふ。」
　日本文化としてのあり方、生き方が「自己を物の中に没して、無心とか自然法爾という境地
に達すること」をもって理想としていたということは、自己を捨てて自然に任せ切るというこ
とである。自然随順の境地であり、任運騰々の生き方である。これを昔から日本人は「自然体」
という表現で尊んできた。「自然体」こそが理想的な生き方であり、これに勝る生き方はない
のである。「自然体」で行うことが、何を行うにして最も素直で自然で素晴らしいあり方なのだ。
この価値観は未だ日本全体で市民権を得ている。スポーツや芸能の新聞記事などには、少し注
意を払っていれば「自然体で臨みます」という言い方がしきりに使われている。そして誰もが
そのあり方を疑うこともせず肯定し、むしろ賛美するのである。この感覚は日本人に「自然体」
という価値が染みこんでいる証拠である。「自然体」がなぜそんなにも尊重されるのか、ここ
には自然は絶対的に正しいとする信仰が流れている。自然神仏・自然信仰そのものである。日
本人にとって「自然体」とは神に寄り沿ったあり方であり、惟神（かんながら）の道なのであ
る。また同時に仏の道でもあり、無理のない、道理に従った素直な最善最高の人の道なのであ
る。
３）「和敬清寂」に集約される自然体の生き方
　日本人の最善理想とする生き方である「自然体」をさらに具現化した形で捉えようとすると
き、茶道の重要な理念である「和敬清寂」というあり方が端的明快な要諦であると言えるので
はないかと考える５）（図３）。
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図３：「和敬清寂」で表現される日本人の生き方
（１）和
日本の自然は多様である。この多様性が様々なものを受け入れる感覚を育てる。
寛容な心、大らかな心、ゆったりした心、和やかで和らいだ心、このような心は質の違うもの
にもそれぞれの存在の価値を見出し、その位置づけと使命を知って全てを容認する姿勢である。
日本的自然観の根底にはこの「和ごころ」が流れている。「和」というものの具現化されたも
のが自然界そのものである。和という概念があって自然界を見るのではなく、自然界の有り様
を凝縮して言葉化すれば「和」というしかない、全てのものが渾然一体化し、調和融合した姿
そのものである。それが自然の真相であると日本人は直感的に把握したのである。
（２）敬
素朴な心で自然界を眺めるならば、太陽・月の動き、山、川、海、火山、地震などの大地の動
き、雷・雨・雪などの天の営みに対して、それぞれの壮大な働きそのものに畏敬の念をもつこ
とは実に自然なことである。この素朴な「自然への畏敬の念」はやがて自然への絶対的な信頼
へと昇華し、自然こそが人が生きていく上で最高の存在様式であり、規範であるとの認識が起
こる。自然のそのような壮大な働きに対して謙虚な心、敬虔な思いで接しようとするところに
自然信仰が起こり、それに伴って自ずから感謝の心を現わす祭りが行われることとなる。
「自然体」というあり方や生き方を尊ぶ感覚は、このように日本の自然の中で生きていく中か
ら自ずと湧き上がる実に純粋で素朴な態度である言える。その謙虚さや慎みの心の現われが礼
である。
（３）清
日本の谷川の水は清く澄んでいて如何にも潔白を感じる。また、白砂青松の景観を見ても心が
清められる。清らかさこそが日本の自然の本質である。水に流すという言葉にあるように自然
は浄化の働きをする。清い自然だからこそ何物をも浄化してしまう作用をもっているのである。
生きることの本質はこの純粋で清なることを貫くことにある。純粋な心、無邪気で素朴で素直
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な心、無為、無心、赤心、素心等々の表現の違いこそあれ、同じ「清」の一事を表している。
日本人は自然から「清らかな心」を学び取り、それを理想としてきたのである。純真無為の時、
本来の力を最大限に発揮することができるのである。
（４）寂
自然は動的であると共に、一方では静的で不動である。行雲流水の相を持ちながら、同時に不
動・不変で大地性を有している。ものの変動の根底には不変不動なる存在・働きが横たわって
いる。日本の自然は季節変化が明確で、四季折々の変動を季節感として受け止めると共に、そ
れを年中行事の中に取り込み生活化してきた。季節の変化を楽しみつつもその奥に、穏やかに
静まる大いなるものを感じ取り、その心に寄り添うことを持って大安心の境地を得て、大地性
と一体化し、生命の根源に根を張ることが「寂」の一字に込められた心である。平常心や不動
心と言っても良い。日本人は昔から、泰然自若として穏やかで落ち着きのある安定した心を自
然の有り様から学んで来たのである。
５、日本的自然観を育てる自然教育の具体的なあり方への一提言
　一概に日本的自然観といっても多面的であり、またそのどれを重点的に取り上げるかによっ
て当然様々な方向性が考えられる。そこで、日本的自然観の中で最も重要な視点「自然への畏
敬」に焦点を当てて、その実践的教育の方向性を考えてみたい。
　「自然への畏敬」は、自然を物として探究する科学と対極な立場にある。科学は自然を資源
と見なし、如何にして自然を利用してより快適な生活を実現するかに目を向ける。このように、
科学が見る「物としての自然」に対して「自然を畏敬する」ことは、一見相容れないものの見
方のようにも思える。「物や資源としての自然」と「畏敬すべき対象としての自然」、この両者
をどのように矛盾なく受け入れるかが、地球環境問題に悩む現代を生きる者の大きな課題であ
ると考える。
　そもそも「自然に対する畏敬」という感覚は、科学最優先の現代社会において残存している
のか。何もかもが科学技術で思い通りになっていくかに錯覚してしまう状況にある現代、どん
な場面で「自然への畏敬」という気持ちや念を持つことができるのだろうか。畏れ敬うという
気持ちは、自然に対しても生命に対しても、本来人間の素朴な心から発する感覚であったはず
である。古神道をみれば、そのあり方そのものが自然への畏敬の念から発していることが分か
る。山を御神体と崇め、古木に注連縄をはって神木として祭り、岩を磐座として敬った。それ
ら自然物を単なる物質と見ないで、神の依代として畏敬し、またそのものを神として祭った。
このような感じ方、とらえ方、見方は、科学の世界からすれば迷信として一笑されるもののよ
うにも見られる。しかし、この素朴な感覚にこそ人と自然との関係性を考える上で本質的に重
要な視点を含んでいるのである。日本人はそれを昔から直観的に把握し行動化してきた。自然
に対する謙虚さが自然への恵みに感謝する心情を湧かせ、自然と一体化することの重要性を認
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識し、自然を搾取の対象としてではなく、生きた生命として扱い関わって生きたのである。
　一方、日本は森林国であり、古くから樹木に親しみ活用し、畏敬の念を払ってきた歴史があ
る。樹木は至る所で見られ日々親しみを感じているものではあるが、あまりにも普通にあるが
ために逆に意識されず、空気のような存在になってしまっている。さらに最近では、身近に畏
敬に値するような巨木や古木が見られなくなってしまっている。建物の増築や道路の拡張など
で惜しまれつつも伐採された古木も多い。巨木・古木の前に立ち、あまりの大きさに圧倒され
自分の存在の小ささを感じるような経験を持っていることで、畏敬するという感覚が実感され
るものである。巨木・古木の存在は、人を謙虚にさせる力がある。言わば現代文明のブレーキ
役を果たしているとも言えるのである。
　子ども達と巨木・古木との出会いをどのように構成するかが、自然への畏敬の念を育むため
にまず必要とされる第一歩である。感性が繊細な子ども時代に巨木・古木に出会うことで、そ
の存在感を肌で感じ、その生命感を体一杯に感じることで、言葉を超えた畏敬という実感が湧
いてくることが期待されるのである。たとえその場ですぐに畏敬の気持ちに結びつかなくとも、
その圧倒的な存在の大きさそのものが直接子ども達に何かを語ることは間違いない。そこで、
子ども達を巨木・古木に出会わせるための方策として次の５つを提案したい。
１）地域の巨木・古木調査を行う。またはそのデータを入手する。
　　（今は全国で巨木調査が行われており、その調査報告書が出ている。）
２）その地域の巨木・古木と地域の人々との関わりを調べる。
　　（例えば、神社の境内に神木があれば、必ずその由来やエピソードがあるはずである。）
３）実際にそれらの巨木・古木に触れ親しむ機会を設ける。
　　（その際、幹周りや高さなどを実測する。）
４）さらに、それらの巨木・古木を絵に描く。
（時間があれば大きな画用紙に、時間がなければ、たとえノートくらいの小さな紙にでも
描く。写真よりも絵を描くことでその樹と親しめる。）
５）詩でも俳句でも短文でもいいが、とにかくその巨木・古木に出会っての思いを文で表現
する。
以上の内容を活動に取り込んで地域の樹木を見直すことで、子どもと巨木・古木の出会いは大
きく開かれていくはずである。先ずは、足元の巨木・古木を認識することである。その積み上
げの奥には、自ずから自然への畏敬の心が育まれてくることが期待される。巨木・古木との触
れ合いは、言葉を超えた直感的な世界において、子ども達に命の本質やあり方というものを語
り導いてくれる重要な活動である。学校教育においてはまだ積極的な取り組みがなされている
とはいえないが、今後、環境教育や命の教育、生き方の教育において是非とも積極的に見直し、
取り組んでいく必要のある活動であると考える。
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